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は
じ
め
に

危
機
管
理

危
機
管
理

財
　政

財
　政

税
　務

税
　務

農
林
水
産

農
林
水
産

民
　生

民
　生

企
　画

企
　画

3月4日第434回　市議会定例会第434回　市議会定例会

議 会3 月
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子
育
て
支
援
　

子
育
て
支
援
　

商
工
観
光

商
工
観
光

建
　設

建
　設

都
市
整
備

都
市
整
備

消
　防

消
　防

教
　育

教
　育

上
下
水
道

上
下
水
道

国
民
健
康
保
険

　
本
市
の
被
保
険
者
数
は
令
和
４

年
１
月
に
１
万
人
を
下
回
っ
て
以

降
、年
々
減
少
幅
が
大
き
く
な
り
、

令
和
６
年
１
月
末
時
点
で
前
年
同

月
比
５
１
７
人
減
の
８
８
５
１
人

で
す
。
高
知
県
で
は
国
保
事
業
の

安
定
的
か
つ
公
平
な
財
政
運
営
の

た
め
に
、
保
険
料
水
準
統
一
の
合

意
に
至
っ
て
お
り
、
令
和
12
年
度

の
完
全
統
一
に
向
け
て
、
準
備
を

進
め
ま
す
。

高
齢
者
関
係

　
第
９
期
の
介
護
保
険
料
基
準
額

は
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
充

当
す
る
こ
と
で
第
８
期
と
同
額
に

据
え
置
き
ま
す
が
、
所
得
段
階
を

こ
れ
ま
で
の
10
段
階
か
ら
国
の
基

準
の
13
段
階
へ
改
め
る
た
め
負
担

増
、
負
担
減
と
な
る
被
保
険
者
が

そ
れ
ぞ
れ
生
じ
ま
す
。
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
高
齢
者

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
と
推
進
に
努
め
ま

す
。

児
童
手
当

　
令
和
６
年
10
月
か
ら
高
校
生
年

国
民
健
康
保
険

　
本
市
の
被
保
険
者
数
は
令
和
４

年
１
月
に
１
万
人
を
下
回
っ
て
以

降
、年
々
減
少
幅
が
大
き
く
な
り
、

令
和
６
年
１
月
末
時
点
で
前
年
同

月
比
５
１
７
人
減
の
８
８
５
１
人

で
す
。
高
知
県
で
は
国
保
事
業
の

安
定
的
か
つ
公
平
な
財
政
運
営
の

た
め
に
、
保
険
料
水
準
統
一
の
合

意
に
至
っ
て
お
り
、
令
和
12
年
度

の
完
全
統
一
に
向
け
て
、
準
備
を

進
め
ま
す
。

高
齢
者
関
係

　
第
９
期
の
介
護
保
険
料
基
準
額

は
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
充

当
す
る
こ
と
で
第
８
期
と
同
額
に

据
え
置
き
ま
す
が
、
所
得
段
階
を

こ
れ
ま
で
の
10
段
階
か
ら
国
の
基

準
の
13
段
階
へ
改
め
る
た
め
負
担

増
、
負
担
減
と
な
る
被
保
険
者
が

そ
れ
ぞ
れ
生
じ
ま
す
。
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
高
齢
者

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
と
推
進
に
努
め
ま

す
。

児
童
手
当

　
令
和
６
年
10
月
か
ら
高
校
生
年

上
水
道

　
水
道
料
金
は
、
令
和
５
年
度
に

策
定
し
た
水
道
経
営
戦
略
に
基
づ

き
、
改
定
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
有
収
率
向
上
や
地
震
対
策
は
、

中
部
水
源
地
か
ら
中
部
配
水
池
ま

で
の
送
水
管
の
接
手
補
強
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
稲
生
水
源
地
か
ら

南
部
配
水
池
ま
で
の
送
水
管
の
布

設
替
え
を
行
い
、
十
市
地
区
で
の

石
綿
管
の
布
設
替
え
も
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

下
水
道

　
浸
水
対
策
事
業
の
新
川
雨
水
幹

線
・
枝
線
工
事
や
未
普
及
対
策
事

業
の
後
免
町
商
店
街
の
汚
水
管
工

事
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　対
応
力
の
強
化
な
ど

　
複
数
事
案
へ
の
対
応
力
強
化
や

救
命
率
向
上
の
た
め
、
高
知
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
設
置
し
た
救

急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用

と
併
せ
て
病
院
実
習
な
ど
を
行

い
、
救
急
隊
員
の
知
識
や
技
能
の

向
上
を
図
り
、
高
知
家
の
救
急
医

療
電
話
＃
７
１
１
９
の
周
知
に
努

め
ま
す
。

施
設
整
備

　
消
防
屯
所
更
新
計
画
に
基
づ
き
、

上
水
道

　
水
道
料
金
は
、
令
和
５
年
度
に

策
定
し
た
水
道
経
営
戦
略
に
基
づ

き
、
改
定
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
有
収
率
向
上
や
地
震
対
策
は
、

中
部
水
源
地
か
ら
中
部
配
水
池
ま

で
の
送
水
管
の
接
手
補
強
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
稲
生
水
源
地
か
ら

南
部
配
水
池
ま
で
の
送
水
管
の
布

設
替
え
を
行
い
、
十
市
地
区
で
の

石
綿
管
の
布
設
替
え
も
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

下
水
道

　
浸
水
対
策
事
業
の
新
川
雨
水
幹

線
・
枝
線
工
事
や
未
普
及
対
策
事

業
の
後
免
町
商
店
街
の
汚
水
管
工

事
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　対
応
力
の
強
化
な
ど

　
複
数
事
案
へ
の
対
応
力
強
化
や

救
命
率
向
上
の
た
め
、
高
知
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
設
置
し
た
救

急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用

と
併
せ
て
病
院
実
習
な
ど
を
行

い
、
救
急
隊
員
の
知
識
や
技
能
の

向
上
を
図
り
、
高
知
家
の
救
急
医

療
電
話
＃
７
１
１
９
の
周
知
に
努

め
ま
す
。

施
設
整
備

　
消
防
屯
所
更
新
計
画
に
基
づ
き
、

十
市
と
日
章
防
災
活
動
拠
点
施
設

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
役
所
駐
車
場
に
耐
震
性
貯
水
槽

の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育

　「
南
国
市
保
幼
小
中
連
携
学
力
向

上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
み
、

就
学
前
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
と
学
び
の
質

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
立
小
中
学
校
で
、
令
和
６
年
度

か
ら
２
年
間
を
試
行
期
間
と
し

た
、
ゆ
る
や
か
な
学
期
ス
タ
ー
ト

事
業
の
実
施
や
、
支
援
員
の
増
員

に
よ
り
、
教
育
的
効
果
の
向
上
と

働
き
方
改
革
を
進
め
ま
す
。

施
設
整
備

　
岩
村
公
民
館
の
非
構
造
部
材
耐

震
化
な
ど
の
工
事
、
市
道
瓶
岩
体

育
館
線
道
路
整
備
工
事
、
市
道
稲

吉
篠
原
線
改
修
工
事
に
伴
う
大
篠

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
設

備
の
移
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

十
市
と
日
章
防
災
活
動
拠
点
施
設

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
役
所
駐
車
場
に
耐
震
性
貯
水
槽

の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育

　「
南
国
市
保
幼
小
中
連
携
学
力
向

上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
み
、

就
学
前
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
と
学
び
の
質

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
立
小
中
学
校
で
、
令
和
６
年
度

か
ら
２
年
間
を
試
行
期
間
と
し

た
、
ゆ
る
や
か
な
学
期
ス
タ
ー
ト

事
業
の
実
施
や
、
支
援
員
の
増
員

に
よ
り
、
教
育
的
効
果
の
向
上
と

働
き
方
改
革
を
進
め
ま
す
。

施
設
整
備

　
岩
村
公
民
館
の
非
構
造
部
材
耐

震
化
な
ど
の
工
事
、
市
道
瓶
岩
体

育
館
線
道
路
整
備
工
事
、
市
道
稲

吉
篠
原
線
改
修
工
事
に
伴
う
大
篠

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
設

備
の
移
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

代
ま
で
の
支
給
期
間
の
延
長
、
所

得
制
限
の
撤
廃
や
第
３
子
以
降
の

多
子
加
算
の
見
直
し
な
ど
の
拡
充

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
生
活
の
安
定

に
寄
与
し
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

た
め
、
円
滑
な
給
付
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

　観
光

　
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る

高
知
県
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ど

っ
ぷ
り
高
知
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
令
和

７
年
度
前
期
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
あ
ん
ぱ
ん
」
の
放
送
に
よ
り
、

観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
市
内
の
観
光
関
連
事
業
者
や

団
体
な
ど
と
の
連
携
に
加
え
、
高

知
県
や
香
美
市
、
香
南
市
と
も
連

携
を
図
り
、
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議

会
を
事
務
局
と
し
た
物
部
川
エ
リ

ア
で
の
観
光
博
覧
会
の
開
催
な

ど
、
好
機
を
生
か
す
取
組
を
進
め

ま
す
。

市
道
の
整
備

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
よ
り
主
要
な
道
路
13
路
線
に

つ
い
て
、
新
設
、
の
り
面
対
策
や

舗
装
改
良
を
実
施
し
、
道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
に
よ
り
市
内

代
ま
で
の
支
給
期
間
の
延
長
、
所

得
制
限
の
撤
廃
や
第
３
子
以
降
の

多
子
加
算
の
見
直
し
な
ど
の
拡
充

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
生
活
の
安
定

に
寄
与
し
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

た
め
、
円
滑
な
給
付
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

　観
光

　
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る

高
知
県
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ど

っ
ぷ
り
高
知
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
令
和

７
年
度
前
期
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
あ
ん
ぱ
ん
」
の
放
送
に
よ
り
、

観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
市
内
の
観
光
関
連
事
業
者
や

団
体
な
ど
と
の
連
携
に
加
え
、
高

知
県
や
香
美
市
、
香
南
市
と
も
連

携
を
図
り
、
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議

会
を
事
務
局
と
し
た
物
部
川
エ
リ

ア
で
の
観
光
博
覧
会
の
開
催
な

ど
、
好
機
を
生
か
す
取
組
を
進
め

ま
す
。

市
道
の
整
備

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
よ
り
主
要
な
道
路
13
路
線
に

つ
い
て
、
新
設
、
の
り
面
対
策
や

舗
装
改
良
を
実
施
し
、
道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
に
よ
り
市
内

の
約
８
０
０
橋
に
つ
い
て
、
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

定
期
点
検
、
修
繕
設
計
や
修
繕
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
道
単
独
の
事
業
は
、
継
続
的

に
実
施
す
る
市
道
改
良
工
事
や
老

朽
化
し
た
市
道
の
補
修
工
事
を
行

い
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通

安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

地
籍
調
査

　
令
和
６
年
度
は
、
中
谷
地
区
、

祈
年
地
区
と
前
浜
地
区
の
３
地
区

で
一
筆
地
調
査
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

篠
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　
事
業
の
大
詰
め
で
あ
る
換
地
処

分
と
、
そ
れ
に
続
く
土
地
区
画
整

理
登
記
を
行
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
に
予
定
し
て
い
る
清
算
に
向

け
、
事
務
を
進
め
ま
す
。

空
き
家
対
策

　
改
正
さ
れ
た
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
昨
年

12
月
13
日
付
け
で
施
行
さ
れ
、
活

用
の
拡
大
、
管
理
の
確
保
や
特
定

空
家
な
ど
の
除
却
に
つ
い
て
強
化

さ
れ
て
お
り
、
適
正
な
管
理
や
利

活
用
に
向
け
、
普
及
啓
発
に
努
め

ま
す
。

の
約
８
０
０
橋
に
つ
い
て
、
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

定
期
点
検
、
修
繕
設
計
や
修
繕
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
道
単
独
の
事
業
は
、
継
続
的

に
実
施
す
る
市
道
改
良
工
事
や
老

朽
化
し
た
市
道
の
補
修
工
事
を
行

い
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通

安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

地
籍
調
査

　
令
和
６
年
度
は
、
中
谷
地
区
、

祈
年
地
区
と
前
浜
地
区
の
３
地
区

で
一
筆
地
調
査
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

篠
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　
事
業
の
大
詰
め
で
あ
る
換
地
処

分
と
、
そ
れ
に
続
く
土
地
区
画
整

理
登
記
を
行
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
に
予
定
し
て
い
る
清
算
に
向

け
、
事
務
を
進
め
ま
す
。

空
き
家
対
策

　
改
正
さ
れ
た
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
昨
年

12
月
13
日
付
け
で
施
行
さ
れ
、
活

用
の
拡
大
、
管
理
の
確
保
や
特
定

空
家
な
ど
の
除
却
に
つ
い
て
強
化

さ
れ
て
お
り
、
適
正
な
管
理
や
利

活
用
に
向
け
、
普
及
啓
発
に
努
め

ま
す
。

の
増
収
、
固
定
資
産
税
は
３
８
０

万
２
千
円
の
減
収
、
軽
自
動
車
税

は
環
境
性
能
割
で
２
５
１
万
４
千

円
、
種
別
割
で
３
５
７
万
３
千
円

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　
令
和
６
年
度
は
、
引
き
続
き
、

能
間
工
区
の
橋
梁
２
カ
所
と
浜
改

田
西
部
工
区
で
工
事
を
行
い
、
新

た
に
、
堀
ノ
内
工
区
で
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

営
農

　
生
産
者
の
協
力
の
も
と
、
令
和

４
年
度
か
ら
玉
ネ
ギ
の
試
験
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
双
日
株
式
会

社
が
、昨
年
11
月
に
生
産
法
人
「
双

日
土
佐
農
人
株
式
会
社
」
を
設
立

し
、
前
作
よ
り
栽
培
面
積
を
拡
大

し
て
、
玉
ネ
ギ
の
大
規
模
な
産
地

化
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
農
業
参

入
す
る
に
当
た
り
、
２
月
13
日
に

双
日
株
式
会
社
、
高
知
県
と
本
市

の
３
者
で
企
業
進
出
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
新
た
な
有

望
品
目
に
つ
い
て
も
、
目
標
と
す

る
稼
げ
る
農
業
の
実
現
を
目
指

し
、
産
地
化
に
向
け
生
産
者
の
皆

様
と
関
係
機
関
と
と
も
に
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
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収
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高
知
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で
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進
出
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定
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し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
新
た
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有
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に
つ
い
て
も
、
目
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と
す

る
稼
げ
る
農
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の
実
現
を
目
指

し
、
産
地
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に
向
け
生
産
者
の
皆

様
と
関
係
機
関
と
と
も
に
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設

し
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
な
ど
若

年
層
に
お
い
て
着
用
率
が
低
い
状

況
で
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
必

要
性
と
効
果
に
関
す
る
理
解
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
高
等
学
校
で

モ
デ
ル
校
の
指
定
を
行
い
、
着
用

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　
　

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
人
件
費
、
農
業
振
興
育
成
補

助
金
等
事
業
費
や
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、
総
額
で
前
年
度
比
約
17
億

７
０
０
０
万
円
増
の
約
２
４
２
億

８
０
０
０
万
円
で
す
。

　
市
債
の
発
行
見
込
み
額
は
投
資

的
経
費
の
大
幅
な
増
も
あ
り
、
前

年
度
比
約
７
億
５
７
０
０
万
円
増

の
約
23
億
４
１
４
０
万
円
と
な

り
、
一
般
財
源
総
額
は
前
年
度
比

約
３
億
９
５
０
０
万
円
の
増
で

す
。

　
今
後
も
、
経
常
経
費
の
節
減
を

図
る
と
と
も
に
、
健
全
な
財
務
体

質
の
確
立
に
向
け
、
さ
ら
に
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
交
通

　
南
国
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
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域
公
共
交
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１
月
１
日
に
最
大
震
度
７
の
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
県
と
連
携
し
職
員
の
派

遣
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被

災
地
に
は
、
現
在
も
多
数
の
避
難

者
が
お
ら
れ
、
避
難
の
長
期
化
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
、継
続
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
防
災

　
庁
内
で
組
織
す
る
南
国
市
事
前

復
興
対
策
本
部
で
事
前
復
興
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取

組
を
進
め
ま
す
。
風
水
害
時
の
避

難
情
報
の
発
令
や
職
員
の
配
備
体

制
な
ど
に
関
し
て
、
よ
り
的
確
で

効
率
的
な
災
害
対
応
を
図
る
た

め
、
気
象
台
が
発
出
す
る
気
象
災

害
予
測
の
ほ
か
、
民
間
会
社
の
予

測
情
報
の
気
象
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
ま
す
。
災
害
関
連
死
を
防

止
す
る
た
め
、
長
期
避
難
を
想
定

し
た
浄
水
器
付
き
仮
設
シ
ャ
ワ
ー

設
備
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
避
難

所
に
お
け
る
生
活
環
境
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
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行
い
、
避
難

所
に
お
け
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生
活
環
境
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向
上
に

努
め
ま
す
。

基
づ
き
、
新
規
運
行
体
系
の
導
入

な
ど
を
進
め
ま
す
。
公
共
交
通
空

白
地
域
の
解
消
に
向
け
、
モ
デ
ル

地
区
で
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
実
証
運
行
を
予
定
し
て
お

り
、効
果
検
証
を
行
っ
た
う
え
で
、

運
行
エ
リ
ア
拡
大
と
現
行
の
交
通

網
と
の
整
合
性
を
検
討
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進

　
南
国
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
小
中
学
校
・
幼
稚
・

保
育
に
係
る
機
能
を
追
加
し
た
こ

と
か
ら
、
子
育
て
世
代
の
登
録
者

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
行
政
情

報
の
発
信
や
電
子
申
請
の
充
実
な

ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
市
役
所
と
し
て

の
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
税
収
は
、
定
額

減
税
の
実
施
の
影
響
に
よ
り
前
年

度
比
１
億
７
４
５
５
万
５
千
円
の

減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
定
額

減
税
に
よ
る
減
収
分
は
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
り
全
額
補
填
さ
れ
ま

す
。
内
訳
は
、
個
人
市
民
税
で
定

額
減
税
に
よ
り
１
億
８
２
３
４
万

３
千
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
所
得
増
加
に
よ
る
増
収
に

よ
り
差
引
で
前
年
度
比
１
億
４
４

１
３
万
７
千
円
の
減
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
法
人
市

民
税
は
４
４
７
６
万
３
千
円
の
減

収
、
た
ば
こ
税
は
１
２
０
６
万
円
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